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私
立
学
校
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
五
十
二
号

私
立
学
校
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

私
立
学
校
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
九
年
大
分
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
中
「
に
、
」
の
下
に
「
寄
附
行
為
並
び
に
」
を
加
え
、
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か

ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第
二
条
第
五
項
第
一
号

及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
同
条
第
四
号
と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
第
四
条
第
一
項
各
号
」
の
下
に

「
（
第
二
号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
同
条
第
六
項
又
は
第
九
項
に
定
め
る
」
を
「
同
条
第
六
項
各
号

（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
又
は
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
」
を

「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
変
更
後
」
を
「
新
旧
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
第
五
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
五
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま

で
」
に
、
「
の
ほ
か
に
、
次
に
掲
げ
る
」
を
「
の
ほ
か
、
合
併
前
の
各
学
校
法
人
の
沿
革
そ
の
他
の
参
考
と

な
る
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
、
省
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
、
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
か

ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
省
令
第
四
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
及
び
同
条
第
六
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

新
旧
の
寄
附
行
為

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平

成

三

十

年

号

外

四
三

三

月

三

十

日

( 金 曜 日 )

目

次

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
明
文
堂
印
刷

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

!
$

"
#

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一



第
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二



第
七
号
様
式
中
「財

産
目
録

」
を
「財

産
目
録
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
書
類

」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

三



第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

四
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
五
十
三
号

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
二
の
一
の
項
の
ヘ
中
「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
「
介
護

老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ト

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

別
表
第
十
二
の
六
の
項
の
表
の
備
考
１
中
「
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
」
を
「
、
第
二
種
中
高

層
住
居
専
用
地
域
及
び
田
園
住
居
地
域
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
の
備
考
２
中
「
及
び
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
」
を
「
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
及
び
田
園
住
居
地
域
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
４
及
び
備
考
５
中
「
別
表
第
十
二
の
六
」
を
「
別
表
第
十

二
の
六
の
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
五
十
四
号

大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
旅
館
業
許
可
申
請
事
項
変
更
届
」
を
「
旅
館
業
営
業
許
可
申
請
事
項
変
更
届
」
に
改

め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

五



第
三
号
様
式
中
「第

３
条
第
２
項
第
１
号
又
は
第
２
号

」
を
「第

３
条
第
２
項
各
号
（
第
７
号
を
除

く
。

）の
い
ず
れ
か

」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「旅

館
営
業
許
可
申
請
事
項
変
更
届

」
を
「旅

館
業
営
業
許
可
申
請
事
項
変
更
届

」
に
改

め
る
。

第
五
号
様
式
中
「旅

館
営
業
廃
止
（
停
止
）
届

」
を
「旅

館
業
営
業
廃
止
（
停
止
）
届

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

六
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
第
三
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で
の
規
定
に
よ
る
用
紙
は
、

当
分
の
間
、
所
要
の
補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
分
県
消
防
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
五
十
五
号

大
分
県
消
防
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
消
防
学
校
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
大
分
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
す
る
。

第
六
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
実
施
計
画
に
は
、
消
防
学
校
の
教
育
訓
練
の
基
準
（
平
成
十
五
年
消
防
庁
告
示
第
三
号
）
に
定

め
る
基
準
を
勘
案
し
て
、
教
育
訓
練
の
種
類
及
び
種
別
ご
と
の
教
科
目
及
び
時
間
数
そ
の
他
教
育
訓
練
の

実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
の
長
」
の
下
に
「
（
以
下
「
消
防
長
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
六
ま
で
を
削
る
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

七



第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

八



○
災

害

訓

令

班

の

名

称

班

の

事

務

広
域
受
援
班

一

他
の
都
道
府
県
等
か
ら
の
連
絡
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

二

九
州
・
山
口
９
県
被
災
地
支
援
対
策
本
部
へ
の
応
援
要
請
に
関
す
る

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
災
害
対
策
本
部
訓
令
第
一
号

本

庁

地

方

機

関

企

業

局

病

院

局

教

育

庁

警

察

本

部

大
分
県
災
害
対
策
本
部
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
災
害
対
策
本
部
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
九
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

広
域
受
援
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
掌
握
し
、
広
域
応
援
対
策
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
、
本
部
に

受
援
・
市
町
村
支
援
室
（
以
下
「
支
援
室
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

第
十
条
中
「
、
広
域
応
援
対
策
班
」
を
削
り
、
「
あ
っ
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
危
機
管
理
監
」
を
「
防
災
危
機
管
理
監
」
に
、
「
防
災
危
機
管
理
課
」
を
「
防
災

対
策
企
画
課
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
別
表
第
五
」
を
「
別
表
第
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
五
項
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
別
表
第
四
」
を
「
別
表
第
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
四
条
を

第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、

第
十
二
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
支
援
室
の
組
織
等
）

第
十
三
条

支
援
室
に
広
域
受
援
班
、
人
員
調
整
班
及
び
市
町
村
支
援
班
を
置
き
、
別
表
第
四
に
掲
げ
る
事

務
を
所
掌
す
る
。

第
十
四
条

支
援
室
に
支
援
室
長
及
び
調
整
担
当
官
を
置
き
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
班
（
以
下

「
支
援
室
各
班
」
と
い
う
。
）
に
班
長
、
副
班
長
及
び
班
員
を
置
く
。

２

支
援
室
長
は
総
務
部
審
議
監
を
、
調
整
担
当
官
は
総
務
部
行
政
企
画
課
総
務
企
画
監
を
も
つ
て
充
て

る
。

３

班
長
、
副
班
長
及
び
班
員
は
、
別
に
定
め
る
者
を
も
つ
て
充
て
る
。

（
支
援
室
長
等
の
職
務
）

第
十
五
条

支
援
室
長
は
、
支
援
室
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

２

支
援
室
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
総
務
部
行
政
企
画
課
長
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

３

調
整
担
当
官
は
、
支
援
室
長
を
補
佐
す
る
。

４

支
援
室
各
班
の
班
長
は
、
支
援
室
長
の
命
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
を
総
括
す
る
。

５

副
班
長
は
、
班
長
を
補
佐
し
、
班
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

別
表
第
三
の
応
急
対
策
調
整
班
の
項
の
班
の
事
務
の
欄
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第

四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
表
の
広
域
応
援
対
策
班
の
項
を
削
り
、
同
表
の
情
報
収
集
班
の
項
の
班
の
事
務
の

欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

被
害
状
況
、
避
難
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

二

広
報
に
必
要
な
情
報
の
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

三

被
害
状
況
、
避
難
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
整
理
、
分
類
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

四

災
害
情
報
及
び
被
害
情
報
の
取
り
ま
と
め
及
び
分
析
に
関
す
る
こ
と
。

五

広
聴
体
制
の
一
元
化
、
全
体
調
整
及
び
進
行
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

六

そ
の
他
情
報
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
五
中
「
第
十
七
条
関
係
」
を
「
第
二
十
条
関
係
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
六
と
す
る
。

別
表
第
四
中
「
第
十
五
条
関
係
」
を
「
第
十
八
条
関
係
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
五
と
し
、
別
表
第
三

の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
四
（
第
十
三
条
関
係
）

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
災
害
訓
令
）

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

九



こ
と
。

三

そ
の
他
広
域
応
援
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

人
員
調
整
班

一

災
害
時
緊
急
支
援
隊
長
及
び
副
隊
長
候
補
者
の
人
選
に
関
す
る
こ

と
。

二

県
へ
の
応
援
必
要
人
数
の
把
握
に
関
す
る
こ
と
。

三

県
内
被
災
市
町
村
へ
の
応
援
可
能
な
県
職
員
数
の
把
握
に
関
す
る
こ

と
。

四

他
の
都
道
府
県
等
か
ら
の
応
援
職
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
県
の
人
員
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

市
町
村
支
援
班

一

被
災
市
町
村
へ
の
派
遣
必
要
人
数
の
把
握
に
関
す
る
こ
と
。

二

被
災
市
町
村
以
外
の
市
町
村
へ
の
応
援
職
員
の
派
遣
要
請
に
関
す
る

こ
と
。

三

そ
の
他
被
災
市
町
村
へ
の
派
遣
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
災
害
訓
令
）

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

一
〇


